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結果票の使い方：詳細編 

 

■詳細編とは 

結果票の冒頭に「個人ごとの簡易型食事歴法質問票（BDHQ） 粗データ・食品・栄養素摂取量」と書

かれている個人結果帳票が「詳細編」です。BDHQ から算出できる基本的な情報がすべて記載されてい

ます。詳細編は栄養学（特に食事アセスメント）を学んだ専門家だけが理解できる高度な内容で構成さ

れています。指導者・返却責任者の手元に置いて指導計画を立てたり、結果説明のための補助資料とし

て用いたり、質問に答えたりするために使ってください。特別の目的がない限り、回答者に返却するも

のではありません。成人用 BDHQ に加えて、BDHQ15y 用、BDHQ3y 用もあります。 

 

 

■利用目的と利用方法 

BDHQ の全質問の回答、それを使って栄養価計算を行った結果（エネルギー・栄養素・食品・食品群

の各摂取量）を表示しています。 

詳細編を見れば、BDHQ の質問票を見直すことなく、質問票にどのように回答したかもわかりますし、

すべての結果票で使われている数値をすべてこの 1 枚で見ることができます。 

回答者に個人結果帳票の内容を説明したり、それを使って食事指導を行ったりする人は、詳細編の内

容をあらかじめ熟読しておくことをお勧めします。また、個人結果帳票の内容や食事指導の際には、詳

細編を手元に置き、必要に応じて見られるようにしておくこともお勧めします。 

なお、BDHQ の全質問の回答、それを使って栄養価計算を行った結果（エネルギー・栄養素・食品・

食品群の各摂取量）は、栄養価計算結果データファイル（EXCEL ファイル）に格納されますので、デー

タ保存の目的で詳細編を保存する必要は特にありません。 

 

 

■詳細編の内容 

詳細編は次項のように A4 両面 1 枚で構成されています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

BDHQ 用 詳細編レイアウト（表面） 
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BDHQ 用 詳細編レイアウト（裏面） 
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◆詳細編の表面 

表面は、質問票の回答内容と、その結果計算された各食品の摂取量が記載されています。 

 

① ID、メモ、性別 

ID（ID1、ID2、ID3）が印字されています。メモ欄に記載されている番号は計算の際に必要な整理番

号など、必要に応じて入力して使うことがあります。通常は 0 が入力されています。その下が性別です。 

 

② 日付、年齢、身長、体重、BMI、妊娠・授乳状態 

生年月日、記入年月日、これらから計算した年齢、身長、体重、これらから計算した肥満度（BMI）、

妊娠・授乳状態が印字されています。 

 

③ 身体活動レベルとエネルギー 

身体活動レベルはすべての回答者が「ふつう」であると仮定しており、全員に 2 が印字されています。

その下に回答者の性、年齢階級で身体活動レベル（ふつう）に相当する推定エネルギー必要量が記載さ

れています（妊婦・授乳婦の場合はこれらも考慮）。この値は日本人の食事摂取基準（2015 年版）の値

を用いていますが、年齢階級の境界上で大きな不連続が生じないように数値をならした（smoothing を

行った）値が記載されています。その下のエネルギー摂取量とは BDHQ への回答から栄養価計算した結

果です。これらのちがいが「推定申告誤差」です。具体的には、以下の式で計算しています。 

 

推定申告誤差（%）＝（エネルギー摂取量-推定エネルギー必要量）/推定エネルギー必要量×100 

 

全員に対して身体活動レベルを「ふつう」と設定していること、推定エネルギー必要量は個人のエネ

ルギー必要量ではないこと、食事アセスメントには必ず測定誤差が伴うこと（特に過小申告の傾向が強

いこと）、などの理由により、「エネルギーからみた推定申告誤差」が必ずしも本当の申告誤差を表して

いるわけではありません。しかし、確率的には、この値が 0（ゼロ）に近いほど、申告誤差が少なく、

大きいほど申告誤差が大きい可能性が示唆されます。正の数値の場合は過大申告、負の数値の場合は過

小申告です。申告誤差が大きくなるほど、得られた結果（栄養価計算結果）の信頼度は低いものと考え

られます。じゅうぶんな科学的根拠があるわけではありませんが、経験的に、±30％未満であれば、申

告誤差はそれほど大きくなく、得られた結果（栄養価計算結果）の信頼度は高いものと考え、その下の

「エネルギーからみた申告誤差判定」に「適切」と表示されます。それより誤差が多いと、「過小」また

は「過大」と表示されます。この値に根拠はありません。あくまでも目安のひとつとしてください。 

他のどの種類の食事アセスメント法（たとえば食事記録法）で得られたエネルギー摂取量でも、信頼

度はあまり高くなく、食事指導では用いないことが勧められています（参考：「日本人の食事摂取基準

2015」エネルギー）。エネルギー摂取量の過不足は食事アセスメントによる結果ではなく、体重の増減

や肥満度を用いて行うことが勧められています。BDHQ でもこの原則に従い、BDHQ への回答から得

られたエネルギー摂取量は、上記のように、回答の信頼度を判断する資料としてのみ用いています。 

 



 

④ 食品摂取頻度 

BDHQ の中の食品摂取頻度についての質問の回答（粗データ）と、それをデータ化するために数値に

した回答カテゴリーが記載されています。質問への回答がない場合（欠損の場合）は「欠損」と印字さ

れます。 

 

⑤ 食品摂取量：粗摂取量（g/日） 

摂取量は 3 種類の単位で示されています。「粗摂取量」は栄養価計算をしたそのままの値です。栄養価

計算結果データファイル（EXCEL ファイル）の food シートにはこの数値が保存されています。 

 

⑥ 食品摂取量：密度法による摂取量（g/1000kcal） 

粗摂取量をaとすると、a×(1000/エネルギー摂取量) として計算されます。データファイルのpfood

シートに保存されています。 

 

⑦ 食品摂取量：推定エネルギー必要量を摂取していると仮定した場合の摂取量（g/日） 

粗摂取量を a とすると、a×(推定エネルギー摂取量/エネルギー摂取量) として計算されます。短期間

で大きな体重変動がない場合には個人はその個人の必要エネルギーを摂取していると考えられます。そ

して、個人の必要エネルギーに確率的に最も近いのは推定エネルギー必要量であると考えられます。そ

のため、短期間で大きな体重変動がない場合における各栄養素の摂取量は、この方法で求められた摂取

量であると考えられます。したがって、「詳細編」以外のすべての結果票では、この「推定エネルギー必

要量を摂取していると仮定した場合の摂取量（g/日）」を使って結果を示したり、摂取量の過不足の判断

をしたりしています。データファイルの efood シートに保存されています。 

 

④～⑦の補足 

「めんスープ」から「調理砂糖」までの 5 つは、食事習慣についての質問と食品の摂取頻度についての

質問の回答を組み合わせて計算した結果です。したがって、摂取量の数値だけが印字されます。 

「季節（みかん）」から「季節（いちご）」の 3 つは、過去 1 年間の食習慣に関する質問です。結果は印

字されますが、この摂取量は全体の栄養価計算には含まれません。全体の栄養価計算は、過去１か月間

について行われるためです。 

 

⑧ 魚と肉の調理方法 

「魚料理（生）」から「肉料理（和風煮）」までの 9 つは、これらの質問と食品の摂取頻度についての

質問の回答を組み合わせて計算した結果が印字されます。ここから、「調理食塩」「調理油」「調理砂糖」

を計算しています。これらはそれぞれ⑤～⑦の魚介類摂取量や肉類摂取量とは一致しませんのでご注意

ください。また、食品群摂取量を計算する際には、これらを含めません。食品群摂取量に含めると、食

品を重複して数えてしまうことになるためです。 

 

 



⑨ めしの種類比率と主食合計からの回答信頼度チェック 

「めしの種類比率」では白米以外は麦を代表として計算しています。雑穀は麦飯（精白米：大麦：水

＝8：2：13）を使って栄養価計算をしています。 

また、「回答信頼度チェック」として、主食合計を印字しています。これは、日本人にとって穀類は炭

水化物のみではなく数多くの栄養素の主な摂取源になっていて、穀類の摂取頻度（摂取量）の回答を誤

ると結果全体に大きな影響が及ぶためです。「めし摂取杯数（杯/日）+めし以外の穀類（パンとめん類）

の摂取頻度合計（回/日）」として計算しています。身体活動レベルが「ふつう（2）」の成人の場合は、

2 以上・6 未満（男性の場合は 7 未満）の範囲に多くの人が入るようです（この部分にあまり根拠はあ

りません）。この範囲内にあれば穀類の質問への回答は概ね正しく、逆に、この範囲外にあれば回答を誤

った確率が高いかもしれないと考えます。ただし、意図して主食を避けた食事をしている場合、習慣的

に筋肉労働や激しいスポーツをしている場合には、この範囲からはずれていても正しい回答であること

もありますから、あくまでも目安のひとつとしてください。 

 

◆詳細編の裏面 

⑩ 食行動 

「めんスープを飲む量」から「回答者」までの 12 の質問の回答がそのまま印字されます。 

 

⑪ エネルギー・栄養素摂取量 

エネルギーと 100 種類の栄養素の摂取量が 3 種類の単位で示されます。3 種類の単位については、

食品摂取量⑤～⑦と同じです。ただし、「密度法による摂取量」の中で、エネルギーを産生する栄養素と

は、炭水化物、ショ糖、たんぱく質（以上は Atwater 係数を 4kcal/g とする）、脂質、動物性脂質、植

物性脂質、各種脂肪酸（以上は Atwater 係数を 9kcal/g とする）、アルコール（Atwater 係数を 7kcal/g

とする）です。栄養素名に「¶」がついています。エネルギーを産生する栄養素では、粗摂取量を a とす

ると、a×Atwater 係数/エネルギー摂取量×100 として計算され、エネルギーを産生しない栄養素で

は、a×(1000/エネルギー摂取量) として計算されます。エネルギーを産生する栄養素の摂取量の合計

値、すなわち、炭水化物、たんぱく質、脂質、アルコールの各摂取量の合計値は少しだけですがエネル

ギー摂取量と異なりますので注意が必要です。ずれは通常 2%以内のようです。これは Atwater 係数が

およその数値であるために生じるものです。 

食品摂取量と同じく、栄養素摂取量も、粗摂取量はデータファイル上の nutr シートに、密度法による

摂取量は pnutr シートに、推定エネルギー必要量を摂取したと推定した場合の摂取量は pnutr シートに

記載されています。 

 

⑫ 栄養素摂取量の判定 

食事摂取基準 2015 の推奨量または目安量に対する回答者の摂取量を判定しています。判定は 5 段階

で数値の説明も記載されています。この判定結果が、結果票「一般基本編」で信号の色となって示され

ます（「結果票の使い方：一般基本編」の項参照）。判定には「推定エネルギー必要量を摂取していると

仮定した場合の摂取量」を使っています。判定方法の詳細は「信号の色の計算方法」の項を参照してく

ださい。 



 

⑬ 食品群別にみたエネルギー・主要栄養素摂取量 

疾病編、妊婦・授乳婦編、栄養素編では、食品群別にみた栄養素摂取量を帯グラフで示しています。

その作図にはこのデータを使っています。推定エネルギーを摂取したと仮定した場合の結果です。 

 

 

■詳細編 15y と詳細編 3y 

BDHQ15y と BDHQ3y も、それぞれに対応した結果票詳細編を出力することができます。BDHQ15y

や 3y は BDHQ と尋ねている食品が異なるため、詳細編に記載されている食品項目やレイアウトが少し

異なります。しかし、内容はほとんど同じです。BDHQ では表面にあった ⑨主食合計からの回答信頼

度チェック が、詳細編 15y と詳細編 3y では裏面にあります。 


